
　

報
道
等
で
ご
存
知
の
と
お
り
、
東
京
都

で
初
め
て
の
直
接
請
求
に
よ
る
住
民
投
票

が
小
平
市
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
私

た
ち
「
原
発
」
都
民
投
票
の
会
も
、
こ
の

活
動
を
応
援
す
べ
く
、
直
接
請
求
を
行
っ

た
「
小
平
都
市
計
画
道
路
に
住
民
の
意
思

を
反
映
さ
せ
る
会
」
の
賛
同
団
体
と
な
り

ま
し
た
。　

　

こ
の
住
民
投
票
は
、
東
京
都
の
小
平
都

市
計
画
道
路
３･

２･

８
号
府
中
所
沢
線
計

画
に
つ
い
て
、「
住
民
参
加
に
よ
り
計
画

案
を
見
直
す
」
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
「
計

画
案
の
見
直
し
は
必
要
な
い
」
か
に
つ
い

て
小
平
市
民
の
意
向
を
確
認
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

小
平
市
の
貴
重
な
緑
で
あ
る
小
平
中
央

公
園
の
雑
木
林
の
約
半
分
を
消
失
さ
せ
、

玉
川
上
水
遊
歩
道
を
３
６
メ
ー
ト
ル
幅
で

分
断
す
る
な
ど
、
多
く
の
問
題
点
を
抱
え

て
い
る
こ
の
計
画
に
つ
い
て
、
今
日
ま
で

多
く
の
市
民
団
体
や
個
人
が
、
こ
の
計
画

の
見
直
し
を
求
め
て
来
ま
し
た
が
、
そ
の

声
は
全
く
反
映
さ
れ
ず
住
民
投
票
条
例
の

直
接
請
求
に
訴
え
た
も
の
で
す
。

　

約
半
世
紀
、
５
０
年
前
に
決
定
さ
れ
た

　

本
年
２
月
８
日
に
１
０
，
３
７
８ 

筆

の
連
著
を
も
っ
て
「
常
設
・
実
施
必
至
型
」

住
民
投
票
条
例
の
制
定
を
求
め
て
都
議
会

に
陳
情
を
提
出
し
ま
し
た
。
同
陳
情
は
平

成
２
５
年
第
１
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
、

３
月
２
８
日
の
本
会
議
に
お
い
て
採
決
が

行
わ
れ
、
反
対
６
６
、
賛
成
５
８
で
不
採

択
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
反
対
に
回
っ
た

都
議
は
自
民
・
公
明
・
東
京
維
新
の
他
１

名
、
賛
成
は
民
主
・
共
産
・
ネ
ッ
ト
の
他

３
名
で
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
本
件
が
付

託
さ
れ
た
総
務
委
員
会
で
は
２
月
１
８
日

に
審
議
を
行
い
８
対
７
で
不
採
択
と
し
ま
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都
議
会
：
住
民
投
票
条
例
を
求
め
る
陳
情
を
不
採
択
！

住民投票条例に関する陳情書

東京都議会議長
中村 明彦殿 提出平成 年 月 日

住所 東京都港区赤坂
市民活動共同事務所内

電話
代表者 住民投票を実現させる会

氏名 大島
おおしま

崇
たかし

要旨
常設型（実施必至型）住民投票条例を制定してください。

理由
年 月 日東京都議会は、都民 万 筆の有効署名数をもって制定請求した「東京電力管内

の原子力発電所稼動に関する都民投票条例」案を本会議で否決しました。
年 月 日に発生した東日本大震災による東京電力福島第一原子力発電所の事故は、東京都民の

みならず日本国民に原発の安全性への疑念や放射性物質拡散に対する不安をもたらしました。また原発によ
る電力の最大消費地である東京において消費者であり主権者である都民は、原発の設置、稼動に関与する権
利、言い換えれば恩恵を受けるには責任が伴うと認識を変えるに至りました。これらと向き合い、個々が意
思を表すことを目的にした都民投票が実現できなかったことは誠に残念です。
住民投票は市民の意志を示すものであり、民主主義の本旨である「参加と自治」にとって必要不可欠な

制度です。既に多くの自治体で常設型住民投票条例が設置され、充分な情報提供や住民と議会との討議の場
が設けられた上で住民投票が行われています。
私たちの生活にとって重要な政策課題について都民の意志が反映されるよう、常設型住民投票条例の制

定を求めます。

氏名 住所

し
た
が
、
自
民
・
公
明
の
委
員
は
「
慎
重

に
検
討
す
べ
き
課
題
が
多
い
」「
時
期
尚

早
」
と
指
摘
し
た
も
の
の
、
住
民
投
票
そ

の
も
の
に
つ
い
て
の
反
対
意
見
は
述
べ

ず
、
今
後
議
論
の
蓄
積
が
都
議
会
に
お
い

て
な
さ
れ
る
べ
き
と
の
認
識
が
今
回
の
陳

情
に
て
共
有
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。
今
後
都
議
会
と
私
た
ち
市
民
の

間
で
住
民
投
票
や
政
治
過
程
へ
の
市
民
参

加
に
つ
い
て
一
層
議
論
が
な
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
当
会
と
し
て
積
極
的
に
か
か
わ
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
大
島
）

計
画
を
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
視
点
で

捉
え
な
お
す
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。「
原
発
」
し
か
り
、
私
た
ち
は

未
来
の
子
供
た
ち
に
何
を
残
す
べ
き
な
の

で
し
ょ
う
か
？
東
京
都
内
、
あ
る
い
は
日

本
全
国
の
公
共
工
事
の
行
方
、
そ
し
て
民

主
主
義
の
あ
り
方
に
、
こ
の
住
民
投
票
の

成
否
は
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と

な
る
で
し
ょ
う
。
問
題
を
他
人
任
せ
に
す

る
の
で
は
な
く
、
い
か
に
「
私
」
の
問
題

と
し
て
一
人
称
で
捉
え
ら
れ
る
か
、
が
問

わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

小
平
市
長
が
再
選
後
、
投
票
率
５
０
％

の
成
立
要
件
（
達
せ
ら
れ
な
い
場
合
開
票

も
さ
れ
な
い
）
を
付
加
す
る
、
改
正
案
を

提
出
し
、
可
決
さ
れ
、
い
ま
小
平
市
で
は

市
民
に
よ
る
投
票
率
ア
ッ
プ
の
た
め
の
活

動
が
必
死
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
会
で

は
、
街
頭
活
動
の
応
援
、
情
報
の
拡
散
、

カ
ン
パ
、「
投
票
に
行
こ
う
」
幟
の
貸
し

出
し
な
ど
、
様
々
な
形
で
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
様
々
な
形
で
の
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

投
票
日
は
５
月
２
６
日
。

詳
し
く
は
「
小
平
で
住
民
投
票
！
」

http://jum
intohyo.w

ordpress.com
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
（
吉
澤
）

小
平
市
で
住
民
投
票
！

☆

☆

☆

☆


